
 
 
 

 

   

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
まなび館秋の鷺流狂言公演開催 
9 月 30 日山口鷺流狂言保存会の皆さんにより、

鷺流狂言の公演をまなび館で開催しました。日頃
けいこ場として活動され、隔年で教室も開講して
いるまなび館での公演は９回目を迎えます。樹下
明紀会長より「地方のマイナーな狂言ですが、日
本ユネスコ協会連盟のプロジェクト未来遺産に登
録され、100 年先までも残していかなければいけ
ない、と温かい励ましの言葉をいただいた。これ
からも頑張っていきたい」と挨拶いただきました。 

落ちてきた神鳴から腰の治療をたのまれた医者
が、望みを叶えてやろうといわれる「神鳴

か み な

り」、即
興の和歌を詠むことになった大名に、太郎冠者が
打ち合わせ通りに歌を思い出させようとする
「宮城野

み や ぎ の

」、留守番を言いつけられた太郎冠者と次
郎冠者が、主人から毒だといわれた桶の中身を食

べていました。 
10/28～11/3 に山口市菜香亭で装束・資料展

が、11 月４日には山口県教育会館で定期公演会 
が催されますのでぜひお運びください。 

 
公演が催されますので、ぜひお運びください。 
。 

鷺流狂言山口伝承 130 年を迎えた今年、併せて
狂言装束の展示も催しますのでぜひご覧ください。 

 
 

 
 
の行事で、町内会に入っている伝た。 

べてしまう「不毒
ぶ す

」が上演され、受け継がれてき
た伝統芸能に親しむひと
ときとなりました。 

11 月 4 日（土）県教育
会館で定期公演が催され
ますので、ぜひお運びく
ださい。（料金無料） 

 

 山口ふるさと伝承総合センター 

 伝承センター通信  
                   

 

大内文化街道まちなみ協議会の街歩き 

今回のテーマは、今後の整備事業に資する提案内

容の再確認と既存の整備状況の検証、景観上のルー

ルづくりを考える際のベースとなる現状把握の２点

です。９月２３日お彼岸の昼下がり、下を向いて舗

装の材料、側溝の形状やグレーチングの土詰まりの

状況、マンホールのデザインな 

どをチェックし、上を向いて外 

灯の形状や間隔、電線や看板な 

どをみながら、途中商店街のイ 

ベントにも巻き込まれ、２時間 

かけて一の坂川周辺や竪小路な 

どをぐる～と見て回りました。 

歩車共存の道路における色調 

の区別による視認効果など出さ 

れた意見をまとめて提言してい 

きます。 

         まちづくりNEWS ◆ミニ暮音小路◆ 

指定管理者 ～NPO 法人山口まちづくりセンター～ 

平成 29 年 

11 月 
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尺八演奏 

リコーダーカルテット 
山口天神祭・備立行列 

郷土料理 

けんちょう 

大殿ふるさとまつり 

焼そばバザー 
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古地図シリーズ⑦ 

① ⽑利家野⽥邸（野田御殿） 

明治 2 年⽑利敬親の隠居所として建

造。戦後県職員住宅となり、残ってい

た蔵は平成 3年取り壊されました。 

②⾏幸
み ゆ き

⼩路 

明治 18年明治天皇⾏幸の際に、野⽥

御殿を⾏
あん

在所
ざいしょ

としたことに由来する

ものかと思われます。戦後「御幸⼩路」

となりました。 

③⼭⼝定期⾃動⾞会社 

鉄道本線に沿っていなかった山口で

は、⾃動⾞交通に期待されました。昭

和初めに設⽴され、同 6 年には 12〜

18 人乗りの乗合バス 15 台が走り市

内⼗銭均⼀、市⺠の⾜として利⽤され

ました。（地図上の橙⾊の線が路線） 

市に譲渡され同 18 年市営バスが発

足。湯田に移転し同 34年市交通局と

なりました。（現湯⽥⾃動⾞学校の地） 

④菜香亭 

萩藩の膳部
ぜ ん ぶ

職
しき

だった齊藤幸兵衛が明

治 10年頃開業、県庁へ訪れる客人を

もてなすための迎賓館的な料亭とし

て、多くの政財界⼈・⽂化⼈が利⽤し

ました。昭和 8年国際連盟の会議を松

岡洋右が退場し国際連盟脱退へ。松岡

の帰郷を歓迎する午餐会が催されま

した。平成 8年閉業。同 16年旧野⽥

御殿の地に移築、最も華やかだった昭

和 11年当時の姿が復元され、「⼭⼝市

菜香亭」として開館しました。 

⑤防⻑写真館 

明治 10年頃⼩野為⼋が伊勢橋付近で

写真館を創業したといわれ、その後八

坂神社境内に写真館として変遷。現在

残る、３連続アーチのベランダを持ち

塔屋を載せた擬洋風建築の「河村写真

館」は、明治 20年代初め頃松原写真

館として建てられたものと考えられ

ます。写真師⼭本紫峯による防⻑写真

館は昭和 25年まで営業しました。 

⑥野村酒造店 

明治 19 年酒造商家杉酒場として建

造、大正期に野村家が受け継ぎまし

た。昭和 59年野村益治⽒より建物・

土地が山口市に寄贈され、平成 3年⼭

口ふるさと伝承総合センターとして

開館、主屋はまなび館に。 

 

⑦万代醤油店 

江⼾時代から醤油業を営む旧家で、幕

末は志士達を支援しました。錦⼩路を

入った裏⼿の⼭⼝醤油会社にはラン

ドマークの煙突がありました。 

⑧図書館 

大正 15年の摂政宮（昭和天皇）⾏啓

を記念して、春⽇⼭東麓に近世ドイツ

式三階建の図書館が新築され昭和 4

年開館、郷⼟志料室が設置されまし

た。今の県春日山庁舎。 

⑨⻲⼭公園 

維新の⼤業を記念するため、⻲⼭頂上

を山口県の形に模して公園化し、⽑利

敬親ほか支藩藩主らの銅像 6 基が明

治 33年建てられました。「銅像公園」

とも呼ばれ観光名所に。第二次大戦

中、⾦属回収のため供出。現在の⽑利

敬親像は昭和 55年再建されたもの。 

⑩水道町 

大正 14年度から昭和 4年 1 月にかけ

て下⽔道⼯事が⾏われ、⽯観⾳付近か

ら久保ノ町を経て山口駅前を通過す

る東幹線での布設に伴う新設道路と

思われます。その後「東山通」と改称

されました。 

⑪市⽴診療所 

昭和 5年に市救護所とともに開設。区

⻑等の認定により無料診療が⾏われ

ました。医療施薬費は市医師会・⾚⼗

字社山口支部病院・市薬剤師会の義捐
ぎ え ん

奉仕によって賄われました。 

⑫市⽴公益質屋 

社会福祉事業の一環として昭和 7 年

烏帽子屋町に仮事務所を開業、来店第

１号は鮮魚商主人、クローム腕時計で

２円の融通を受けたといいます。本事

務所は同 9年今市・茶畑に市職業紹介

所とともに落成しました。 

⑬⼭⼝郵便局 

明治 4 年中市に⼭⼝郵便役所が置か

れ、同 6年東⽩⽯に設置された⼭⼝電

信局は同 19年郵便局に合併。 

事務の増大に伴い、昭和 30 年地上 4

階地下１階の鉄筋コンクリート造に

改築。同 53年市役所跡地に移転しま

した。 
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絵図上の施設・地名 

現在の施設 

現在の道路 

 

大日本職業別明細図 

昭和 8年（1933）（雨村明倫所蔵） 

昭和 4 年の竪小路町（山口市歴史民俗資料館蔵） 

亀山公園の銅像群（山口市歴史民俗資料館蔵） 

国道９号 

県道 204 号 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

                       

 

 

 
 
 

  
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口ふるさと伝承総合センター発行 

〒753-0034  山口市下竪小路 12  

TEL 083-928-3333  FAX 083-932-1877 

E-mail y-densho@c-able.ne.jp 

URL http://y-densho.sblo.jp/ 

 

館内見学時間 

9:00～17:00  

入場料  無料  

 

11 月スケジュール                    

そば打ち体験 
打ったそば 3 人前をお持ち帰り 

日 時：毎月最終週 

11 月は 26 日（日） 

13:30～16:00  

定 員：14 名（抽選にて選定） 

体験料：1,000 円（材料費含む） 

ミニ門松作り 
お正月用に簡単なミニ門松を作ります。 

日 時：12 月 23 日（土） 

13:30～15:00 

講 師：高木範男氏（木工研究家） 

定 員：20 名（先着順） 

参加費：800 円 

 

イベント案内            

大殿ふるさとまつり 

日 時：11 月 12 日（日）9:30～16:00 

会 場：大殿地域交流センター、伝承センター 

内 容（伝承センター会場） 

○ステージ リコーダーカルテット、尺八 

○展示・イベント  大殿小学校児童作品展示、抹茶、焼そば 

など  

ほか様々なプログラムが催されます。 

いい夫婦の日 大内人形まつり 

男女で一対になった「大内人形」 

に伝わる夫婦円満のストーリー 

にちなんで「いい夫婦の日 大内 

人形まつり」が開催されます。 

日 時：11 月 17 日（金） 

～19 日（日） 

10:00～17:00（19 日は～16:00） 

内 容：大内人形・大内塗漆器等の展示・販売 

（「Ouchi 夫婦」も展示） 

大内塗・大内人形のクイズによる大内人形プレ

ゼント企画予定 

山口風月堂の「大内もなたん」販売予定 

主 催：大内塗漆器振興協同組合（事務局：中村民芸社内 927-0619） 

共 催：山口市 

＜同時開催＞夫婦湯呑みに絵付け体験                 

日 時：11 月 18 日(土）10:00～12:00、13:00～15:00 

定 員：各回先着 20 名（随時受付） 

体験料： 500 円／１個（一人２個まで作成可） 

こども鷺流狂言教室発表会 

こども鷺流狂言教室参加者が稽古 

の成果を発表します。 

日 時：11 月 25 日（土） 

15:00～16:00 

定 員：先着 30 名（随時受付） 

料 金：無料 

 

サンタのお家作り 
サンタのお家の模型を作ります。 

日 時：12 月 10 日（日） 

①10:00～12:00 ②13:30～15:30 

講 師：原田忠征氏（木工研究家） 

定 員：各回 12 名（先着順） 

参加費：1,000 円 

陶芸絵付け体験 
素焼きの皿に絵付けをします。 

日 時：11 月 26 日（日）14 時～16 時 

定 員：先着 20 名（小学生以下は要 

保護者同伴） 

体験料：1 皿 500 円(1 人 2 枚まで) 

ものづくり体験等のご案内           

申込受付は 11月 18 日（土）9時～ 

（そば打ち体験受付は 11月 20 日（月）まで）       

 


